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事務執行概要

教育改革推進グループ

１　室内の人事管理及び庶務一般に関する事務等の適正な執行に努めた。

２　財産の取得、管理及び処分に関する事務を行った。
　
３　室内各課及び関係課と連絡・調整を図り、予算及び経費執行の適正な管理に努めた。

４　教育振興室の小口支払基金の管理に関する事務を行った。

５　【新規】学びの多様化学校設置に関する事務
　府立高校における不登校生徒への支援が喫緊の課題となっていることを受け、教育課程の特例により遠隔授業等で修得できる単位数上限の緩和や週あたりの授業時数を減らすなど、不登校生徒に対し、より柔軟な学びの提供が可能となる「学びの多様化学校」の設置検討を行った。

	
	６年度

	予　算　額
	3,000千円

	決　算　額
	2,530千円





教育ＤＸ・共生グループ

１　学校教育審議会答申を踏まえた府立高校の魅力化検討に関する事務
令和３年度大阪府学校教育審議会答申において、積極的な情報発信について指摘があったことを受け、中学生が進路選択を行う際に参考になるよう、「大阪府公立高等学校等ガイド」の内容を見直し、中学生や保護者のニーズに沿った情報を発信した。

２　ステップスクールに関する事務
　特定の学びや活動が得意・不得意な子どもたちや自分らしさを発揮したい子どもたちが、意欲的に自分らしく学び、社会で自立する力を身につけられる教育環境を充実させるため、少人数学級の実現や充実した体験型学習をはじめ従来の手法に捉われない教育活動を実施する「ステップスクール」として、令和６年度から府立西成高校と府立岬高校を指定し、多様な地域資源を効果的に活用するため、専門人材等が常駐する地域連携室を設置するとともに、地域社会と連携した体験型学習を実施するために特別非常勤講師等の活用を行った。

	
	５年度
	６年度

	予　算　額
	25,923千円
	30,142千円

	決　算　額
	18,312千円
	21,559千円



３　府立高校における障がいのある生徒の支援に関する事務
（１） 障がいのある生徒に対する学校生活における支援（高等学校課との共管事業）
府立高等学校に在籍する障がいのある生徒が、学校生活の中で安心して学ぶことができるように、学習支援員、介助員、点訳技術者による支援を行った。

	
	６年度

	予　算　額
	27,942千円

	決　算　額
	42,559千円


※上記は点訳技術者による支援にかかる予算（令和６年度より高校改革課計上）
※学習支援員、介助員にかかる予算は高等学校課にて計上


（２）長期入院生徒学習支援事業
府立高校に在籍する生徒のうち、病気・けがによる入院等により長期間登校できないが、修学の意思を強く持ち、学習意欲がある生徒を支援するための非常勤講師を配置した。

	
	４年度
	５年度
	６年度

	予　算　額
	6,631千円
	6,651千円
	6,139千円

	決　算　額
	1,934千円
	2,123千円
	118千円



（３）医療的ケア通学支援事業（支援教育課との共管事業）
通学中に医療的ケアが必要なために公共交通機関を利用できない等の理由により通学が困難な生徒の学習機会を保障するために、介護タクシー等に看護師が同乗し、登下校時の車内で医療的ケアを実施することにより通学を支援した。また、校内における医療的ケアに対応する看護師を配置した。
※予算計上課：支援教育課

４　知的障がい生徒自立支援コース、共生推進教室に関する事務
知的障がいのある生徒の高校での教育の充実を図るため、平成17年８月の大阪府学校教育審議会答申を踏まえて制度化した「自立支援推進校」と「共生推進校」において、知的障がいのある生徒が円滑に学校生活を送ることができるよう、コーディネーター等を配置した。

	
	４年度
	５年度
	６年度

	予　算　額
	45,131千円
	47,303千円
	49,556千円

	決　算　額
	41,287千円
	38,201千円
	43,033千円



（１）自立支援推進校（11校）
府立高校に設置している学科にあわせて同学科「知的障がい生徒自立支援コース」を設置。
	学校名
	学科
	所在地

	桜宮高等学校
	普通科
	大阪市都島区

	阿武野高等学校
	普通科
	高槻市

	八尾翠翔高等学校
	普通科
	八尾市

	園芸高等学校
	農業に関する学科
	池田市

	東淀工業高等学校
	工業に関する学科
	大阪市淀川区

	柴島高等学校
	総合学科
	大阪市東淀川区

	西成高等学校
	総合学科（ステップスクール）
	大阪市西成区

	枚方なぎさ高等学校
	総合学科
	枚方市

	松原高等学校
	総合学科
	松原市

	堺東高等学校
	総合学科
	堺市

	貝塚高等学校
	総合学科
	貝塚市


（２）共生推進校（10校）
府立学校が協力し、支援学校の生徒が高校に通って教育を受ける「共生推進教室」を府立高校に設置。
	設置校名
	学科
	所在地
	本校（高等支援学校）

	金剛高等学校
	普通科
	富田林市
	たまがわ高等支援学校

	枚岡樟風高等学校
	総合学科
	東大阪市
	

	北摂つばさ高等学校
	普通科
	茨木市
	とりかい高等支援学校

	千里青雲高等学校
	総合学科
	豊中市
	

	信太高等学校
	普通科
	和泉市
	すながわ高等支援学校

	久米田高等学校
	普通科
	岸和田市
	

	緑風冠高等学校
	普通科
	大東市
	むらの高等支援学校

	芦間高等学校
	総合学科
	守口市
	

	東住吉高等学校
	普通科・芸能文化科
	大阪市平野区
	なにわ高等支援学校

	今宮高等学校
	総合学科
	大阪市浪速区
	



５　高等学校支援教育力充実事業に関する事務
府立高校に在籍する知的障がいや発達障がいのある生徒への指導・支援について、校内支援体制や仲間づくり、教科指導等のノウハウを有する自立支援推進校等から４校を「支援教育サポート」校と位置づけ、府立高校及び府内の私立高校への訪問・来校相談等の実施により、支援教育の充実を図った。
また、教育支援体制等について、専門的見地から指導助言等を実施するための医療等専門家を派遣し、生徒のアセスメントや望ましい教育的対応について指導助言を行った。

	
	４年度
	５年度
	６年度

	予　算　額
	9,276千円
	9,941千円
	10,148千円

	決　算　額
	7,848千円
	8,785千円
	7,899千円



６　府立高校における通級による指導に関する事務
　発達障がい等のある生徒に対し、学習上又は生活上の困難の改善・克服を目的とした指導を実施する通級指導教室を、府立高校11校に設置した。

	通級指導教室設置校名
	学科
	所在地

	教育センター附属高等学校
	普通科
	大阪市住吉区

	野崎高等学校
	普通科
	大東市

	布施高等学校（全日制）
	普通科
	東大阪市

	富田林高等学校
	普通科
	富田林市

	大手前高等学校（全日制）
	文理学科
	大阪市中央区

	柴島高等学校
	総合学科
	大阪市東淀川区

	箕面東高等学校
	総合学科（エンパワメントスクール）
	箕面市

	松原高等学校
	総合学科
	松原市

	和泉総合高等学校（全日制）
	総合学科（エンパワメントスクール）
	和泉市

	岬高等学校
	総合学科（ステップスクール）
	岬町

	中央高等学校
	普通科・ビジネス科
	大阪市中央区



	
	４年度
	５年度
	６年度

	予　算　額
	788千円
	788千円
	788千円

	決　算　額
	677千円
	762千円
	767千円



７　情報教育に関する事務
（１）学校情報ネットワーク整備及びコンピュータ活用教育推進
各校において、教科等の特質に応じ、情報技術を適切に活用した学習活動の充実を図ることができるよう、学校情報ネットワークの整備を行った。
また、情報化がより一層進展する中、生徒の情報活用能力を育成するとともに、個々の生徒の能力に応じた情報教育を充実させるため、ＬＡＮ教室の整備・更新を行った。

	
	４年度
	５年度
	６年度

	予　算　額
	1,641,627千円
	1,366,885千円
	1,334,773千円

	決　算　額
	1,484,894千円
	1,366,777千円
	1,320,890千円



（２）府立学校スマートスクール推進事業
　　 ICTを活用した新時代の教育を実現するため、すべての府立中学校・高等学校の普通教室等に電子黒板機能付きプロジェクタ等を設置した。併せて、生徒１人１台端末の活用促進を図るため、ヘルプデスクを開設し、教職員の支援体制を整備するとともに、府立高等学校における実践事例の収集及び普及を行った。

	
	４年度
	５年度
	６年度

	予　算　額
	4,111,580千円
	5,093,561千円
	2,192,427千円

	決　算　額
	2,115,363千円
	4,773,073千円
	2,183,845千円






再編整備グループ

１　府立高等学校に関する特色づくり、再編整備に関する事務
（１）府立高等学校の再編整備（令和５～令和９年度実施対象校）
ア　募集停止することとした学校（令和６年度実施対象校）
大阪府立学校条例及び府立高等学校再編整備計画（令和５年度から令和９年度）に基づき、令和６年度実施対象校及び再編整備の手法を決定するとともに、令和８年度の募集停止に向けた検討を行い、対象校の特色ある取組みについては、大正白稜高校は東住吉総合高校へ、福泉高校は信太高校と堺西高校へ継承することとした。
	[bookmark: _Hlk167196877]対象校
	所在地
	対象校募集停止時期

	大正白稜高校
	大阪市
	令和８年度入学者募集時

	福泉高校
	堺市
	令和８年度入学者募集時


　　　
イ　機能統合により再編する学校（令和５年度実施対象校）
大阪府立学校条例及び府立高等学校再編整備計画（令和５年度から令和９年度）に基づき、令和７年度に改編する令和５年度実施対象校について、カリキュラムを策定した。
	対象校
	所在地
	機能統合先となる学校
	対象校募集
停止時期
	機能統合
開始時期

	西野田工科高校
	大阪市
	今宮工科高校
	令和７年度
入学者募集時
	令和７年度から



ウ　統合整備により再編する学校（令和５年度実施対象校）
大阪府立学校条例及び府立高等学校再編整備計画（令和５年度から令和９年度）に基づき、令和７年度に改編する令和５年度実施対象校について、カリキュラムを策定した。
	対象校
	所在地
	新校名
（使用校地）
	対象校募集
停止時期
	新校募集
開始時期

	布施工科高校
	東大阪市
	東大阪みらい工科高校
（現城東工科高校校地）
	令和７年度
入学者募集時
	令和７年度
入学者募集時

	城東工科高校
	東大阪市
	
	
	




（２）府立高等学校の再編整備（平成30～令和４年度実施対象校）
ア　機能統合により再編した学校（令和４年度実施対象校）
大阪府立学校条例及び大阪府立高等学校・大阪市立高等学校再編整備計画（2019（平成31）年度から2023年度）に基づき、令和６年度に改編した令和４年度実施対象校について、教育内容の充実に向けて、必要となる教具の調達等を行った。

	対象校
	所在地
	機能統合先
となる学校
	対象校募集
停止時期
	機能統合開始時期

	平野高校
	大阪市
	松原高校
	令和６年度
入学者募集時
	令和６年度から

	かわち野高校
	東大阪市
	枚岡樟風高校
	令和６年度
入学者募集時
	令和６年度から

	美原高校
	堺市
	大塚高校
	令和６年度
入学者募集時
	令和６年度から



２　能勢高校の再編整備（分校化）に関する事務
（１）ネット教室の整備
豊中高校と豊中高校能勢分校間の効果的な連携を図るため、教育内容の充実に向けて必要となる教具の調達等を行った。
	
	４年度
	５年度
	６年度

	予　算　額
	7,379千円
	4,545千円
	2,521千円

	決　算　額
	7,379千円
	4,545千円
	2,520千円



３　公設民営学校の管理・運営に関する事務
　国家戦略特別区域法における学校教育法の特例を活用して開設された水都国際中学校・高等学校の管理運営を令和４年度～令和10年度まで学校法人大阪ＹＭＣＡに委託しており、管理代行料に関わる事務手続きと適切な管理運営に向けた指導助言を行った。

	
	４年度
	５年度
	６年度

	予　算　額
	728,352千円
	767,258千円
	812,223千円

	決　算　額
	728,070千円
	767,089千円
	812,023千円




実業教育グループ

１　府立高等学校に関する特色づくり
（１）府立高等学校の再編整備（令和５～令和９年度実施対象校）
　ア　工業系高校の教育内容の充実
工業系高校における時代に即した基礎・基本への対応や工科高校における深化・接続コースの充実、工学系大学進学専科の拡充を令和７年度入学者から実施するため、教育内容等を検討した。

（２）府立高等学校の再編整備（平成30～令和４年度実施対象校）
ア　工科高校の改編
令和２年４月から令和４年４月に改編した工科高校９校（今宮工科高校、藤井寺工科高校、佐野工科高校、茨木工科高校、西野田工科高校、城東工科高校、淀川工科高校、堺工科高校、布施工科高校）について、教育内容の充実に向けて、施設・設備の整備や必要となる教具の調達等を行った。
	対象校
	所在地
	改編時期

	今宮工科高校
	大阪市
	令和２年度
入学者から

	藤井寺工科高校
	藤井寺市
	

	佐野工科高校
	泉佐野市
	

	茨木工科高校
	茨木市
	令和３年度
入学者から

	西野田工科高校
	大阪市
	

	城東工科高校
	東大阪市
	

	淀川工科高校
	大阪市
	令和４年度
入学者から

	堺工科高校
	堺市
	

	布施工科高校
	東大阪市
	



２　工業系高等学校新校整備に関する事務
（１）新工業系高等学校の整備
「大阪市立の高等学校等移管計画（令和３年１月策定）」に基づき、旧大阪市立工業高校３校を再編整備し新たに設置する工業系高校について、基本設計をもとに、工事実施に必要な設計図書を作成するなど、実施設計が完了した。

	
	４年度
	５年度
	６年度

	予　算　額
	7,662千円
	96,419千円
	231,528千円

	決　算　額
	7,662千円
	95,959千円
	220,325千円



３　２０２５年日本国際博覧会と連携した探究教材開発等に関する事務
（１）２０２５年日本国際博覧会実業系高等学校魅力発信事業費
令和５年度に構築したメタバース空間「大阪府立バーチャル高校」（愛称：EEnen（ええねん））を活用し、実業系高校が主となり、大阪・関西万博のテーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」・SDGｓに関連する発表会４回及び展示会２回を実施した。

	
	５年度
	６年度

	予　算　額
	13,200千円
	13,000千円

	決　算　額
	13,200千円
	13,000千円



（２）２０２５年日本国際博覧会ＳＴＥＡＭ教育等推進事業費
大阪・関西万博テーマ事業プロデューサーの中島さち子氏が代表を務める株式会社steAmと連携し、府立学校13校26チームに向けて、「万博ＳＴＥＡＭ教育プログラム」を活用した探究活動の支援を実施した。
本プログラムは、府立学校の生徒たちが、令和７年度に地元で開催される大阪・関西万博のテーマに関連して、自らの興味・関心を深め、仲間と協働で探究し、体験型ワークショップを企画・運営することで、体験した方々の考え方に働きかける経験ができるものとなっており、府立学校における活用を進めた。

	
	５年度
	６年度

	予　算　額
	2,150千円
	4,300千円

	決　算　額
	2,148千円
	4,300千円



４　産業教育に関する事務
（１）産業教育施設・設備整備費に関する事務
専門高校において、実習設備の更新及び老朽化した施設の改修を行った。
また、確かな知識及び技術・技能を持った人材を育成するために、企業技術者等による実践的指導を展開した。（実業教育充実事業費）
	
	４年度
	５年度
	６年度

	予　算　額
	25,293千円
	18,756千円
	17,708千円

	決　算　額
	21,712千円
	14,176千円
	16,882千円



（２）調査研究に関する事務
産業教育調査研究会（３部会）を設け、府立高等学校における産業教育及び定時制教育の改善、充実、振興を図るため、調査・研究・研修活動を行い、その成果を発信した。

（３）大阪府産業教育フェアの開催にかかる経費負担
産業に関する学科等を設置する高等学校等の生徒が、日常の学習の成果を総合的に発表できる機会を設けるとともに、中学校の生徒・保護者・教職員をはじめ、産業界及び府民の産業教育への理解を深めるため、大阪府産業教育フェアを開催することから、同フェアにかかる経費の一部を負担した。
負担内容　　パンフレット作成、生徒作品搬送等への補助
事業内容　　作品展示、研究発表、ものづくり体験等

	
	４年度
	５年度
	６年度

	予　算　額
	1,742千円
	943千円
	943千円

	決　算　額
	1,742千円
	943千円
	943千円


　

